
































に対 しても申請者は的確に回答 した。また,論 文
の文章ならびに図表の訂正加筆が指摘 され,後 日
提出された論文はすべて訂正がなされた。 さらに,
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下顎左側第一,第 二大臼歯欠損 を想定 した実験
用模型 を製作 し,疑似歯根膜,疑似粘膜を付与 した。
下顎左側第一,第 二小臼歯に12%金銀パラジウム
合金製の全部鋳造冠 を仮着 し,コバル トクロム合
金製の3種 類の実験用義歯を製作 した。直接支台
装置 をエーカースクラスプとしたものを実験用義歯
1,RPIクラスプとしたものを実験用義歯2,双 子
鉤 としたものを実験用義歯3と した。実験用義歯を
実験用模型に設置し,荷重装置により2kgfの荷重
を負荷 した。荷重点は下顎第二小臼歯の遠心面か
ら12mm遠心の位置で,歯槽頂上,その2.0mm頬側,
2.0mm舌側 とし,各条件40回ずつ計測 した。支台
歯の変位方向,変位量をシロナソアナライザーシス
テムにて計測,分 析 した。
実験用義歯1に おける支台歯の変位方向は,全
ての荷重点で遠心頬,舌側方向に変位 した。これは,
遠心に設置 されたレス トに荷重が加わることと,義
